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ごあいさつ 

近年、発掘や古文書などの調査研究の飛躍的な進展により、中世（鎌倉・

室町～戦国時代）における銭貨の使用実態が明らかとなってきました。 

東アジア世界の中の中世日本では、中国から海を越えて大量の銭貨がも

たらされました。そして、渡来した銭貨は人々に広く受け入れられ、それ

まで年貢として納められていた米や各地の特産物が市で取引される商品

に生まれ変わり、貨幣経済が大きな発展を遂げました。 

本企画展では、なぜ中国の銭貨が日本に大量に流入し浸透したのか、後

に“びた銭”と呼ばれる粗悪な銭貨がどのような影響を及ぼしたのかとい

った命題に対し、最新の研究成果を踏まえて、読み解いていきます。さら

に、石見銀山など戦国大名の鉱山開発によって登場した石州銀や甲州金を

含め、中世の貨幣の全貌をご覧いただける展示になっております。 

日本や中国など東アジアの貨幣をはじめ当館所蔵の多彩な資料を通し、

貨幣が本格的に使われるようになった中世という時代を感じていただけ

れば幸いです。 

なお、展示室の奥では企画展の一環として、鉱山開発の様子が描かれた

絵巻や 16 世紀につくられたさまざまな金銀貨をご紹介いたします。是非

この機会に併せてご覧ください。 

本企画展開催にあたり、ご協力を賜りました関係各位に心からお礼を申

し上げます。 

日本銀行金融研究所貨幣博物館 
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